
突然襲う土砂災害
農業関係補助事業のお知らせ
夏場の節電対策について
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 三好市名誉市民に船井哲良さん

名誉市民称号贈呈式典

MIYOSHI  CITY  PUBLIC  INFORMATION

TOP 4P
8P
12P
17P
22P

今月の主な内容

三好市名誉市民称号贈呈式

始めよう  市民主役の  まちづくり



　

5
月
26
日
、
池
田
総
合
体
育
館

に
お
い
て
、
市
制
施
行
後
第
1
号

の
名
誉
市
民
と
な
っ
た
船
井
哲
良

船
井
電
機
株
式
会
社
会
長（
85
歳
）

を
お
迎
え
し
、
名
誉
市
民
称
号
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
船
井
さ
ん
を
お
祝
い
し
よ
う

と
、
お
よ
そ
４
５
０
人
の
市
民
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

船
井
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
大

阪
で
船
井
電
機
株
式
会
社
を
創
業

し
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
経

営
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
一
方
、

奨
学
会
や
情
報
科
学
の
振
興
財
団

を
設
立
し
て
人
材
育
成
や
産
業
振

興
に
貢
献
さ
れ
、
市
へ
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
じ
て
地
域
振
興
に
も

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
よ
り
「
三
好

市
の
大
い
な
る
誇
り
で
あ
り
誉
れ

で
あ
る
」
と
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
込
め
、
名
誉
市
民
証
と
称
号
の

メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
船

井
さ
ん
は
、「
称
号
に
恥
じ
な
い

行
動
を
し
て
い
く
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
講
演
で
は
、
太
平
洋

戦
争
末
期
の
昭
和
20
年
3
月
、
両

親
の
故
郷
に
近
い
三
好
郡
三
野
町

（
現
三
好
市
）
に
疎
開
し
、
青
年

船井哲良氏に名誉市民の称号を贈呈

学
校
の
代
用
教
員
と
し
て
過
ご
し

た
二
年
間
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

ど
ん
な
困
難
な
時
に
も
夢
と
志
を

持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
が
交
流
拠
点
施
設
を

計
画
す
る
池
田
町
マ
チ
の
旧
池
田

工
場
跡
地
を
2
年
以
内
に
市
に
寄

贈
す
る
意
向
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
式
典
に
お
い
て
配

布
し
ま
し
た
著
書
「
四
十
歳
で
五

つ
の
会
社
の
社
長
に
な
る
」
は
、

船
井
様
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

三
好
市
は
、
三
好
市
名
誉

市
民
条
例
、
第
一
条
で
、『
本

市
に
特
別
縁
故
の
深
い
者

で
、
社
会
の
進
展
、
学
術
文

化
の
興
隆
に
貢
献
し
、
そ
の

事
績
特
に
顕
著
な
も
の
に
対

し
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
、

功
績
を
顕
彰
す
る
』
こ
と
を

目
的
と
し
、
第
二
条
で
、『
市

民
が
郷
土
の
誇
り
と
し
、
か

つ
、
尊
敬
に
値
す
る
と
認
め

る
者
に
は
、「
三
好
市
名
誉

市
民
」
の
称
号
を
贈
る
』
こ

と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

細田雄
一選手

に

熱いエ
ールを

お届け
くださ

い!!

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
毎
年
5

月
の
最
終
水
曜
日
（
今
年
は
5
月

30
日
）
の
午
前
0
時
〜
午
後
9
時

ま
で
の
間
に
、15
分
間
以
上
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
を
し
た
人
の
参
加
率
を
、

人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
市
区
町
村

同
士
で
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
年
は
「
健
康
づ
く
り
で
ま
ち

づ
く
り
〜
深
め
よ
う
三
好
市
の
絆
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
田
県
男
鹿

市
と
対
戦
相
手
し
ま
し
た
。
当
日

市
内
で
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
老
若

男
女
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を

動
か
し
、1
万
７
２
５
７
人
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、
三
好
市
の
参
加
率
は

56
・
3
％
、
男
鹿
市
は
40
・
2
％

で
、見
事
勝
利
し
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
率
に
応
じ
て
授
与
さ
れ
る
金

メ
ダ
ル
（
参
加
率
50
％
以
上
）
も

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
毎
月
第
4
水
曜
日
を
、

三
好
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
「
月
第
４
水
曜
日
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
健
康

意
識
を
高
め
、
明
る
い
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

スポーツの力で日本を元気に !

ロンドン五輪トライアスロン男子日本代表
細田雄一選手の三好市壮行会を開催します　

どなたでも参加できますので、お誘い合わせのうえ、ご参加ください。
日時　6 月 30 日 ( 土 )　10 時～ 11 時（受付 9 時 30 分～）
場所　池田小学校体育館
お問い合わせ先  
細田雄一選手三好市壮行会実行委員会（池田総合体育館内 ☎ 72-5755）

健康づくりでまちづくり 〜 深めよう三好の絆 〜
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・三好市
http://www.city-miyoshi.jp/
・徳島県
http://www.pref.tokushima.jp/
・雨量情報など
http://www1.road.pref.tokushima.jp/
・徳島地方気象台
http://www.jma-net.go.jp/tokushima/

関係機関のホームページアドレス

集
中
豪
雨
の
増
加
に
よ
り

土
砂
災
害
が
多
発

　

命
と
く
ら
し
を
脅
か
す
土
砂
災

害
が
、
平
成
23
年
度
徳
島
県
内
で

41
件
、
そ
の
う
ち
三
好
市
で
は
8

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
死
者
・
行
方

不
明
者
の
う
ち
、
土
砂
災
害
に

よ
る
も
の
は
約
4
割
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
死
者
・
行
方
不
明
者
の

う
ち
の
約
6
割
は
お
年
寄
り
な
ど

の
災
害
時
要
援
護
者
が
占
め
て
い

ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に

住
ん
で
い
る
場
所
が
土
砂
災
害

危
険
箇
所
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
、「
土
砂

災
害
危
険
箇
所
」
で
発
生
し
て
い

突
然
襲
う
土
砂
災
害

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

〜
み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害
〜

ま
す
。
自
分
の
家
や
近
所
が
土
砂

災
害
危
険
箇
所
に
あ
る
か
ど
う
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
、
三
好

市
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
と

確
認
で
き
ま
す
が
、
徳
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
局
地
的
豪
雨
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
近
年
は
土
砂

災
害
危
険
箇
所
以
外
で
も
土
砂
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市
役
所
総
務
部
危
機
管
理
課
（
☎
７
２-

７
６
２
５
）

・
三
好
市
役
所
建
設
部
工
務
課
（
☎
７
２-

７
６
２
３
）

・
国
土
交
通
省
四
国
山
地
砂
防
事
務
所
（
☎
７
２-

５
４
０
０
）

・
西
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部
〈
三
好
〉（
☎
７
６-

０
６
２
５
）

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の

気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

雨
が
降
り
出
し
た
ら
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
の
気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
気
象
庁

や
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

下
記
の
よ
う
な
土
砂
災
害
の
前
兆

現
象
を
見
つ
け
る
な
ど
、
異
変
を

感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る

と
と
も
に
、
市
や
警
察
、
徳
島
県

西
部
総
合
県
民
局
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
は
突
発
的
に
発
生
す

る
の
が
特
徴
で
す
。
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
り
、
危
険

を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
普
段
か
ら
、
避
難
場
所

や
避
難
の
道
順
、
お
年
寄
り
な
ど

の
早
め
の
避
難
に
つ
い
て
、
ご
家

族
や
ご
近
所
と
相
談
し
て
決
め
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
の
多
く
は
木

造
1
階
で
被
災
し
て
い
ま
す
。
豪

雨
な
ど
で
ど
う
し
て
も
避
難
所
へ

の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、
次
善

の
策
と
し
て
、
近
く
の
頑
丈
な
建

物
の
２
階
以
上
に
緊
急
避
難
し
た

り
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
家
の

中
で
よ
り
安
全
な
場
所
（
例
え
ば

が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
２
階
な

ど
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の

前
兆
現
象

【
土
石
流
】

　

地
鳴
り
が
す
る
、
土
臭
い
に
お

い
、
流
水
の
異
常
な
濁
り
、
渓
流

内
で
転
石
の
音
、
流
水
の
急
激
な

濁
り
、
流
木
発
生
、
雨
が
降
り
続

く
に
も
関
わ
ら
ず
川
の
水
位
が
下

が
る 

な
ど

【
地
す
べ
り
】

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、

わ
き
水
の
枯
渇
や
増
加
、
井
戸
水

が
濁
る
、池
や
沼
の
水
位
の
急
変
、

家
や
擁
壁
な
ど
の
傾
き
、
樹
木
の

傾
き
、
地
鳴
り
・
山
鳴
り 

な
ど

【
が
け
崩
れ
】

　

表
面
に
流
水
が
発
生
、
わ
き
水

が
発
生
、
わ
き
水
量
の
増
加
、
わ

き
水
の
濁
り
、わ
き
水
が
止
ま
る
、

わ
き
水
が
噴
き
出
す
、
斜
面
が
ふ

く
ら
む
、
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
下

す
る 

な
ど

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

井川中津団地 井内西 2 公 H8

井川西新町団地 御領田 1 公 S62

池田新山団地 シンヤマ 2 公 S56

池田板野団地 イタノ 1 公 S53

池田中西団地 中西 1 ○ 公 S50

池田白地団地 白地 2 ○ 公 S54

山城下名２号団地 下名 1 公 S57

山城西宇１号団地 西宇 1 公 H3

山城永美団地 下川 1 公 H7

山城永美団地 下川 2 ○ 特 H7

山城伊予川団地 信正 3 公 H9

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

山城川口団地 引地 2 ○ 特 H12

西祖谷一宇団地 一宇 4 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 2 ○ 公 H8

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 特 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 5 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 3 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 2 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 6 ○ 貸 H13

東祖谷和田第1団地 和田 5 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 2 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第2団地 落合 2 ○ 公 S53

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居希望者は6月29日（金）17時 15分までに必
要書類をご持参のうえ、お申し込みください。

■ お申し込みできる方
①現在、同居か同居しようとする親族がある方 ②現に
住宅に困っていることが明らかな方 ③税金・水道・保
育料等の公共料金を滞納していない方 ④所得が所定の
基準に該当する方⑤申込者または同居親族が暴力団員
でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であるこ
と。ただし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以
下であれば入居可能です。①高齢者世帯（入居申込者
が 60 歳以上で同居しようとする親族全員が 18 歳未満
または 60 歳以上）②障害者世帯（入居者または同居
者が、障害者・戦傷病者・被爆者・引揚者等）③子
育て世帯（同居者に小学校就学前の子供のいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以上 48 万 7
千円以下
※上記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能な
場合がありますので、お問い合わせください。
■ 貸付住宅の所得基準
入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5001）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　東祖谷出張所　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集

　

5
月
23
日
、
東
海
、
東
南
海
、

南
海
の
三
連
動
地
震
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
三
野
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
自
主
防
災
組
織

の
メ
ン
バ
ー
や
三
野
中
学
校
の

生
徒
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
起
震
車
に
よ
る
震
度
7
の

地
震
体
験
や
、
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
用
い
た

心
肺
蘇
生
の
講
習
な
ど
災
害
が

発
生
し
た
際
の
対
処
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
内
谷
川
河
川
敷
で

は
、
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地
第
14

施
設
隊
が
架
設
し
た
07
式
機
動

支
援
橋
の
説
明
や
、
長
さ
約
30

大
規
模
災
害
に
備
え
て

三
野
体
育
館
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

メ
ー
ト
ル
の
橋
を
実
際
に
渡
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
様
々
な
訓
練
を

と
お
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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昨
年
4
月
1
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
「
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」

の
訓
練
放
送
を
、
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

緊
急
情
報
と
し
て
伝
達
さ
れ

る
た
め
、
最
大
音
量
に
よ
る
放

送
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
訓
練
日
時
】

平
成
24
年
6
月
28
日（
木
）

10
時
15
分
ご
ろ

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な

ど
に
よ
り
訓
練
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

音
声
告
知
端
末
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
の
訓
練
放
送

【
放
送
内
容
】

最
初
に
「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ

イ
ム
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ャ
イ
ム
音
）」

が
流
れ
ま
す
。

放
送
内
容
…
「
大お
お
じ
し
ん

地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放

送
で
す
。」（
3
回
繰
り
返
し
）

※
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
？

緊
急
地
震
速
報
な
ど
、
対
処
に

時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情
報

を
消
防
庁
か
ら
人
工
衛
星
を
用

い
て
送
信
し
、
市
区
町
村
の
音

声
告
知
端
末
や
防
災
無
線
を
自

動
的
に
起
動
さ
せ
る
こ
と
で
、

住
民
の
み
な
さ
ま
に
瞬
時
に
情

報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
危
機
管
理
課

☎
７
２-

７
６
２
５

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

大地震です
大地震です

これは
訓練放送です

車
両
通
行
禁
止
（
歩
行
者
用
道
路
）

区
域
を
ご
存
じ
で
す
か
?

　

市
内
の
小
学
校
周
辺
道
路
（
一

部
の
地
区
）
で
は
、
幼
児
・
児
童

な
ど
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
時
間
帯

に
よ
り
、
車
両
通
行
禁
止
（
歩
行

者
用
道
路
）
の
交
通
規
制
を
行
っ

て
い
ま
す
。
交
通
規
制
の
時
間
帯

に
車
両
（
軽
車
両
・
緊
急
車
両
を

除
く
）
は
、
規
制
区
域
内
を
通
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
車
両
通
行
禁
止
（
歩
行

者
用
道
路
）
区
域
内
に
居
住
、
ま

た
は
、
勤
務
場
所
が
あ
る
方
な
ど

で
、
交
通
規
制
時
間
内
に
通
行
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
行

許
可
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
三
好
警
察
署
交
通
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

注
意
▼
軽
車
両
と
は
、
自
転
車
や

荷
車
な
ど
の
こ
と

・
交
通
規
制
時
間

　

7
時
30
分
〜
8
時
30
分

　
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

・
通
行
許
可
証
の
有
効
期
限

　

3
年
間

（
池
田
町
ウ
ヱ
ノ
地
区
の
み
1
年
間
）

※
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
再
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
警
察
署
交
通
課

　

☎
７
２-

０
１
１
０

・
三
好
市
危
機
管
理
課

　

☎
７
２-

７
６
２
５

芝生小学校

三野学校
給食センター

体
育
館

武
大
神
社

芝
生
西
集
会
所

三野田中病院

【三野町芝生地区】

192

井
川
町
消
防
団

第
一
分
団
詰
所

辻小学校

辻児童館
辻
幼
稚
園

三
好
市
井
川
総
合
支
所

辻
駐
在
所

日の出橋

井
ノ
内
谷
川

県
道
大
利
辻
線

辻町郵便局

井川町老人
福祉センター

【井川町辻地区】

32

池
田
町
消
防
団

第
三
分
団
詰
所 日吉神社

JR土讃線

藤
ノ
井
住
宅

徳
島
地
す
べ
り

観
測
所旧

箸
蔵
自
動
車
学
校

32

【池田町州津地区】

192

32

池田小学校

み
よ
し
広
域
連
合

裁判所

徳島県西部
総合県民局

池田中学校
池田幼稚園

32

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

三
好

池田トンネル

192

【池田町ウヱノ地区】

三好市議会
新しい議長・副議長が
決まりました

5 月 17 日に、第１回三好市議会臨時会が開会
され、正副議長および各委員会の構成が決ま
りました。任期は２年間です。議長　平岡進治副議長　伊丹征治

【
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
】

　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
学
習
す
る
こ
と

な
ど
を
意
味
し
ま
す
。

　

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た

「
一
般
市
民
向
け
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
」
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
学
べ
ま
す
。

　

内
容
は
、
映
像
や
音
声
だ
け
で
な
く
文
字
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
て
、
誰
に
で
も
受
講
し
や
す
い
よ
う
に
作
成
さ
れ

て
お
り
、
受
講
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
自
然
に
応
急
手
当
の

基
本
知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
習
修
了
テ
ス
ト
で
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
正
解
す
る

と
、
受
講
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
印
刷
し
た
り
画
面

メ
モ
な
ど
に
保
存
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
技
救
命
講
習
会
に

参
加
す
る
際
に
、
受
講
証
明
書
を
掲
示
す
る
と
、
受
講
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部
（
☎ 

７
６-

５
１
１
９
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
iyoshikouiki.jp/

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
接
続
す
る
場
合
は
こ
ち

ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
市
民
向
け
応
急
手
当

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
お
し
ら
せ

（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
応
急
手
当
講
習
）

日　時 場　所 お問い合わせ先

7 月 3 日（火）13 時 30 分～ 15 時 30 分 祖谷の歴史館 伝習ホール 東祖谷総合支所
（☎ 88-2212）

7 月 5 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分 西祖谷老人福祉センター 大会議室 西祖谷総合支所
（☎ 87-2273）

7 月 13 日（金）13 時 30 分～ 15 時 30 分 山城公民館 大会議室 山城総合支所
（☎ 86-1111）

7 月 24 日（火）13 時 30 分～ 15 時 30 分 井川ふるさと交流センター 多目的ホール 井川総合支所
（☎ 78-5001）

7 月 26 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分 三野公民館 大ホール 三野総合支所
（☎ 77-4800）

市内５か所へ、俵市長が次の日程で訪問をします。
どなたでも参加できますので、皆様の市政に対するご意見・
ご要望などをお聞かせください。参加を希望される方は、事
前に各総合支所までご連絡ください。

 移動市長室 を開催します
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農業関係補助事業のお知らせ
三好市では、農業者を支援するため、今年度から始まる新規事業概要や継続事業の変
更点を紹介します。要望やお問い合わせは農業振興課までお願いします。

三好市農業振興課（☎ 72-7617）

三好市農業委員会委員一般選挙について
現在の三好市農業委員会委員の任期は平成 24 年 7 月 31 日までです。三好市農業委員会委員一般選
挙は、選挙区を設けて行われます。各選挙区の対象区域は、第 1 選挙区（池田）、第 2 選挙区（山城・
西祖谷・東祖谷）、第 3 選挙区（三野・井川）となります。
	 	 　　　　　　　　	 お問い合わせ先　三好市 選挙管理委員会（☎ 72-7604）

選挙区 第１選挙区 第２選挙区 第３選挙区

立候補予定者説明会
6 月 22 日（金）
13 時 30 分～

三好市役所　第１会議室
告示日 7 月 1 日（日）

立候補届出日時・場所
7 月 1 日（日）

8 時 30 分～ 17 時
三好市役所　第１会議室

投票日 7 月 8 日（日）
7 時～ 18 時（一部 17 時）

選挙を行う委員の定数 ７ 人 ６ 人 ７ 人

開票の日時 7 月 8 日（日）
20 時～

開票の場所 池田総合体育館 山城公民館 三野公民館

期日前投票のできる期間 7 月 2 日～ 7 月 7 日
8 時 30 分～ 20 時

期日前投票のできる場所 三好市役所
山城総合支所

西祖谷総合支所
東祖谷総合支所

三野総合支所
井川総合支所

当選証書の付与
7 月 9 日（月）

13 時 30 分～　
三好市役所　第１会議室

※ 投票場所・投票時間は、選挙のお知らせ（ハガキ）でご確認ください。
※ 第 2 選挙区および第 3 選挙区における期日前投票のできる場所は、住所がある総合支所となります
のでご注意ください。

戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進
事
業

～
平
成
24
年
度
か
ら
の
国
の
新
規
事
業
～

　
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
地
域
や
集
落
の
5
年

後
、
10
年
後
の
農
業
に
展
望
が
描
け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
は
、
青
年
新
規
就
農
者
の
倍
増
、
農
地
集
積
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
次
の
新
規
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
事
業

●
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
？

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の

設
計
図
」
で
す
。
地
域
や
集
落
内
に
お
い
て
高
齢
化
や
、
担
い
手
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
「
人
と
農
地
の
問
題
」
を
皆
さ
ん
で
出
し
合
い
、
話
し
合
い
に
よ
り
解

決
策
（
プ
ラ
ン
）
を
作
り
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
を
解
決
し

ま
し
ょ
う
。

【
プ
ラ
ン
で
決
め
る
こ
と
】

今
後
、
地
域
、
集
落
な
ど
で
中
心
と
な
る
担
い
手
、
経
営
者
、
経
営
体
に
つ
い

て
▽
集
落
営
農
の
法
人
化
▽
農
地
の
集
積
方
法
▽
経
営
体
や
他
の
農
業
者
を
含

め
た
地
域
の
農
業
の
あ
り
か
た
な
ど

【
プ
ラ
ン
が
決
ま
れ
ば
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
】

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）
▽
農
地
集
積
協
力
金
▽
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

の
当
初
5
年
間
無
利
子
化
（
認
定
農
業
者
）

青
年
就
農
給
付
金
【
経
営
開
始
型
】

自
ら
独
立
し
て
農
業
を
開
始
す
る
方
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

要
件
▼
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
方
で
、
以
下
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
方

①
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農
す
る
方

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
方
（
見
込
み
も
可
）

③
就
農
後
の
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満
の
方
（
本
給
付
金
以
外
）

④
自
ら
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
三
好
市
内
）

⑤
本
人
名
義
の
通
帳
が
あ
り
、
売
上
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収
支
を
自
ら

管
理
し
て
い
る
こ
と 

⑥
主
要
な
機
械
・
施
設
を
自
ら
所
有
・
貸
借
し
て
い
る
こ
と

⑦
本
人
名
義
で
生
産
物
を
出
荷
・
取
引
し
て
い
る
こ
と

⑧
生
活
保
護
な
ど
国
の
他
の
事
業
と
重
複
し
な
い
こ
と

⑨
経
営
計
画
の
内
容
が
５
年
後
に
は
生
計
が
成
立
つ
計
画
で
あ
る
こ
と

給
付
金
▼
年
間
１
５
０
万
円
（
最
長
5
年
間
、
半
年
毎
75
万
円
を
２
回
給
付
）

募
集
期
間
▼
平
成
24
年
6
月
30
日
ま
で

農
の
雇
用
事
業

● 

農
業
法
人
な
ど
へ
の
支
援

農
業
法
人
な
ど
が
新
規
就
農
者
を
雇
用
し
て
、
栽
培
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
の
研
修
を
実
施
す
る
場
合
に
、
研
修
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
▼
一
人
あ
た
り
年
間
１
２
０
万
円
（
最
長
2
年
間
）

募
集
期
間
▼
平
成
24
年
8
月
1
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で

農
地
集
積
協
力
金

● 

経
営
転
換
協
力
金
（
農
地
の
出
し
手
に
対
す
る
支
援
）:

利
用
権
設
定

ま
た
は
農
作
業
委
託

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
に
協
力
す

る
場
合

要
件
▼
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
加
入
者
で
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
な

ど
に
全
て
の
自
作
地
を
白
紙
委
任
す
る
（
10
年
以
上
）
こ
と

①
土
地
利
用
型
農
業
か
ら
経
営
転
換
す
る
農
業
者

②
リ
タ
イ
ヤ
す
る
農
業
者

③
農
地
の
相
続
人

④
遊
休
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

協
力
金
▼
面
積
０・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
：
1
戸
に
つ
き
30
万
円

面
積
０・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
：
1
戸
に
つ
き
50
万
円

面
積
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
：
1
戸
に
つ
き
70
万
円

● 
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
経
営
体
の
農
地
の
連
坦
化
に
協
力

す
る
場
合

要
件
▼
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
加
入
者

①
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の
経
営
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
の
所
有
者

②
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の
経
営
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
借
り
て
耕
作

し
て
い
た
農
業
者

協
力
金
▼
10
ア
ー
ル
あ
た
り
５
千
円

● 

規
模
拡
大
加
算

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
よ
り
、
面
的
集
積
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
す
る

農
家

要
件
▼
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
積
範
囲

が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
規
模
拡
大
加
算
の
面
的
集
約
要
件
を
大
幅
に
緩
和

し
ま
す
。

交
付
単
価
▼
10
ア
ー
ル
あ
た
り
２
万
円

【
注
意
】
経
営
転
換
協
力
金
の
交
付
を
受
け
た
も
の
は
対
象
外

 

み
つ
ま
た
・
ヒ
バ
苗
の
補
助

平
成
24
年
度
か
ら
み
つ
ま
た
の
補
助
金
は
、
県
の
補
助
が
廃
止
さ
れ
、
市
単
独

で
の
補
助
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
黄
金
ヒ
バ
の
苗
に
対
す
る
補
助
が
市
単
独

事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
先

み
つ
ま
た
：
徳
島
県
局
納
み
つ
ま
た
生
産
団
体
連
合
会
（
☎
７
２-

０
１
３
９
）

黄
金
ヒ
バ
：
阿
波
み
よ
し
農
業
協
同
組
合
山
城
支
店
（
☎
８
６-

１
２
１
１
）

補
助
率
▼
10
分
の
4

申
請
期
限
▼
平
成
24
年
12
月
28
日
ま
で

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
防
護
柵
設
置
助
成

三
好
市
で
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
集
落
全
体
の
農
地
を
一
体
的
に
囲

む
対
策
な
ど
を
行
い
、
地
域
で
野
生
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
一
体
的
な
防
護
柵
を
検
討
さ
れ
て

い
る
集
落
・
町
内
会
が
あ
る
場
合
に
は
、
電
気
柵
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
購
入

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
先
▼
三
好
市
農
業
振
興
課
（
☎
７
２-

７
６
１
７
）

補
助
率
▼
事
業
費
の
85
％

申
請
期
限
▼
平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
平
成
25
年
3
月
20
日
ま
で
に

事
業
が
完
了
す
る
こ
と
）
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講
演
依
頼
を
受
け
、
先
人
の
遺
し

た
貴
重
な
文
献
を
読
み
、
伝
承
を
求

め
て
地
域
を
駆
け
回
る
、
そ
の
度
に

新
た
な
発
見
が
あ
る
。
既
存
の
も
の

の
価
値
を
「
知
る
」
こ
と
が
大
切
だ

と
、
つ
く
づ
く
思
う
。

　

た
と
え
ば
、
井
川
町
。
伊
予
街
道

沿
い
に
は
、
中
世
の
城
、
野
津
後
城

跡
が
あ
る
。
館
跡
は
辻
高
校
敷
地
だ

が
、
飯
嚢
神
社
と
井
川
中
学
の
裏
山

に
は
、
東
西
に
翼
を
広
げ
た
よ
う
な

二
つ
の
山
城
が
あ
り
、
土
塁
の
跡
や

郭
の
跡
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

井
内
街
道
の
奥
に
は
、
標
高
八
百

メ
ー
ト
ル
の
尾
根
に
、
多
重
の
横
堀

や
土
塁
、
堀
切
や
竪
堀
の
形
跡
を
見

て
取
れ
る
八
石
城
が
あ
る
。

　

街
道
沿
い
の
遺
構
を
た
ど
る
だ
け

で
も
、「
井
川
歴
史
街
道
」
と
で
も
言

う
べ
き
構
想
が
で
き
あ
が
る
。
地
域

が
守
っ
て
き
た
豊
か
な
歴
史
遺
産
を
、

た
だ
残
す
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
人

口
の
増
加
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

地
域
資
源
と
し
て
、
新
た
な
視
点
で

の
活
用
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

誰
に
聞
い
て
も
、
地
域
の
魅
力
を

知
っ
て
お
り
、
語
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
ん
な
三
好
市
が
実
現
し
た
ら
素
晴

ら
し
い
と
思
う
。

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑪

井
川
歴
史
街
道
を
行
く

下
川　

徹

山
笑
う  

人
笑
う

　

大
阪
出
身
の
渡
邊
で
す
。

　

前
回
の
市
報
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

大
好
き
な
春
が
来
ま
し
た
。
あ
る
方

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

「
山
笑
う
」
と
い
う
ら
し
い
で
す
。
三

好
市
に
い
る
と
、
ま
さ
に
な
る
ほ
ど

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
自
然
が
あ
る

の
に
、
地
元
の
方
と
お
話
し
す
る
と
、

「
三
好
に
は
何
に
も
な
い
か
ら
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。

　

何
も
無
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
ま

り
に
素
晴
ら
し
い
物
が
多
す
ぎ
て
目

に
入
っ
て
い
な
い
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
新
し
い
事
に

向
け
て
頑
張
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
個
人

や
グ
ル
ー
プ
の
方
と
何
人
に
も
お
会

い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
方
た
ち
と
お
話
し
す
る
と
、

皆
さ
ん
そ
の
事
を
楽
し
ん
で
笑
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
会
に
参
加
さ
れ
た
り
し
て
、

情
報
の
収
集
に
も
努
め
て
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
や
り
た
い
事
が
ど
う

渡
邊　

聡

し
た
ら
出
来
る
か
を
考
え
て
い
る
方

た
ち
ば
か
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
方
た
ち
で
、

今
度
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
お
手
伝
い
を

始
め
ま
す
。
あ
ま
り
詳
し
く
は
書
け

ま
せ
ん
が
、
三
好
市
の
特
産
品
の
開

発
や
販
売
の
お
手
伝
い
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
素
晴
ら
し
い
映

像
を
撮
っ
て
く
れ
る
仲
間
も
い
ま
す

し
、
大
阪
時
代
に
や
っ
て
い
た
飲
食

関
係
の
キ
ャ
リ
ア
が
活
か
せ
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
で
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
、
頑
張
っ
て
い
る
方
が

笑
っ
て
く
れ
れ
ば
大
成
功
で
す
。

シリーズ まちづくり基本条例 第十九弾

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

「始めよう 市民主役の まちづくり」

詳しい内容は、三好市ホームページで公開中です。
ぜひご覧ください。
◀ QR コードからアクセスできます

「
市
民
の
権
利
」
っ
て
何
？

①
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
権
利

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
受
け
る

権
利

③
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利

④
市
政
に
関
す
る
情
報
を
知
る
権
利

　
「
①
『
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

権
利
』」
と
は
、
市
民
が
豊
か
で
快
適
に

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
最
も
基
本
的
な

権
利
で
す
。

　
「
②
『
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
受
け

る
権
利
』」
と
は
、
全
て
の
市
民
が
全
て

の
サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
受
け
る
権
利
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
内
容
ご
と
に

法
律
や
条
例
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
者
を
定
め
て
い
ま
す

の
で
、こ
こ
で
い
う「
等

し
く
受
け
る
権
利
」
と

は
、
市
内
の
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
等
し
く
提
供
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
「
③
『
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権

利
』」
と
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
参
加

す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
が
持
つ
豊
か
な

知
識
や
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
る

権
利
の
こ
と
で
す
。

　
「
④
『
市
政
に
関
す
る
情
報
を
知
る
権

利
』」
と
は
、
提
供
さ
れ
る
情
報
を
受
け

取
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
積
極
的
に
市

政
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
を
取
得
で
き
る
権
利

と
し
て
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
最
も
重
要
な
権
利
で
す
。

市
民
が
果
た
す
べ
き

役
割
や
責
務
は
？

①
自
ら
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
又
は
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ

て
、
自
ら
の
発
言
と
行
動
に
責
任
を

持
つ
も
の
と
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
の
努
力
義
務
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
身
体
の

故
障
や
何
ら
か
の
理
由

で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、

全
て
の
市
民
に
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
参
加
で
き
な

い
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
を
こ
う
む
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条

文
も
備
え
て
い
ま
す
。「
③
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

差
別
的
な
扱
い
や
不
利
益
を
受
け
な
い
」

事
業
者
に
も
役
割
や

責
務
が
あ
り
ま
す
か
？

①
事
業
者
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
社
会
的
責
任
を
認
識
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

　

事
業
者
は
「
市
民
」
の
中
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

果
た
す
役
割
や
責
務
は
大
き
い
こ
と
か

ら
、
事
業
者
の
役
割
と
責
務
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
「
第
3
章 

議
会
及
び
議

員
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
好
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
紹
介
し
ま
す

平
成
24
年
10
月
1
日
施
行
に
向
け
て
、
三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
第
２
章 

市
民
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ご家庭で簡単にできる節電のポイント

冷蔵庫
▶無駄な開け閉めは控えて、詰
め込み過ぎないように。
▶設定温度を「強」から、必要
に応じて「中」や「弱」に。
▶壁から適切な間隔をとり、冷
蔵庫の放熱効果を高めましょう。

テレビ
▶リモコンで電源を切っ
ても少量の電気が使われ
ています。まめに主電源
を切りましょう。
▶明るさや音量を控える
ことも、節電につながります。

夏場の節電対策について

出典：資源エネルギー庁資料

夏場は「熱中症」の
危険性が高くなります。
高齢者や乳幼児などに
無理のない節電を。

4 時間まで 4 時間以降

出典：省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典」ほか

エアコン
▶冷房時の設定温度
は 28 ℃ を 目 安 に。
カーテンやすだれな
どで日差しをカット
すると冷房効果がアップします。
▶フィルターが目詰まりしていると、冷房
効率が落ちます。月に 1～ 2回は清掃しま
しょう。

照明器具
▶使っていない部屋の照明は、
まめに消しましょう。

炊飯器と電子レンジの使い分け
▶炊飯器で炊いたごはんをそのまま保温する
のは、4時間までが目安です。4時間以降は
電子レンジで温め直す方が使われる電気が少
なくてすみます。

　

池
田
第
３
墓
地
お
よ
び
馬
路
東

墓
地
の
拡
張
工
事
が
竣
工
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
市
営

墓
地
使
用
の
申
請
を
受
付
い
た
し

ま
す
。

●
申
請
資
格

　

現
在
、
三
好
市
に
住
所
を
有
し

平
成
24
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方
。ま
た
は
、

三
好
市
に
本
籍
が
あ
る
方
。

●
申
請
受
付
期
間

　

6
月
11
日
か
ら
7
月
13
日
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
申
請
に
必
要
な
書
類

○
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

（
書
類
は
環
境
課
に
あ
り
ま
す
）

○
申
請
者
の
住
民
票
の
謄
本
（
本

籍
地
記
載
の
あ
る
世
帯
全
員
の

も
の
）

○
申
請
者
の
戸
籍
謄
本

○
個
人
で
遺
骨
を
安
置
し
て
い
る

方
や
寺
院
な
ど
に
預
け
て
い
る

方
は
、
遺
骨
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類

市
営
墓
地
拡
張
に
伴
う
追
加
募
集
の
ご
案
内　
　
　
　
　

【
池
田
第
3
墓
地
】

場
所　
池
田
町
ク
ヤ
ウ
ジ

永
代
使
用
料　
39
万
2
千
円

管
理
料　
2
万
円
（
10
年
分
）

区
画
数　
35
区
画

【
馬
路
東
墓
地
】

場
所　
池
田
町
馬
路
西
岡

永
代
使
用
料  

44
万
4
千
4
百
円

管
理
料　
2
万
円
（
10
年
分
）

区
画
数　
10
区
画

冷房需要の増える夏場は、一年のうちで電気が最も使われる時期です。
また、今年の夏は、四国でも電力不足が心配されております。
このため、今回は、ご家庭で簡単にできる
節電のポイントをご紹介します。

夏の電力消費の内訳（14 時前後）
夏場の日中（14 時ごろ）、私たちの家庭では、電気の 9 割近くは
エアコン、冷蔵庫、照明、テレビに使われています。電気が多く
使われる機器などの使い方を「ちょっと工夫」すると、節電につ
ながります。

三好市夏のエコスタイル
三好市においても、省資源・省エネ行動の徹
底に取り組んでいます。

期間▶ 5 月 9 日から 10 月 31 日まで
①冷房時の温度 28℃の徹底（春夏秋季）、軽装

勤務。空調の使用をできるだけ控えるととも
に事務所などでは、クールビズ（ノーネクタ
イ、ノー上着）を運用。

②不必要な電灯、ＯＡ機器、テレビなどの電源
オフの徹底、待機電力の削減、昼時間の消灯、
エレベーターの不使用。特に会議などで 2 時
間以上離席する場合は、必ずパソコン等の電
源を落とすこと。各課（室）や家庭での省エネ・
省資源の取り組みを進めるとともにノー残業
デーなど職場での削減活動の強化。

③エコドライブの徹底、アイドリングストップ
などエコドライブの徹底に加え、相乗りや公
共機関、自転車の活用。

今年の夏、電気の使い方を見直してみましょう

●
募
集
の
優
先
順
位

①
自
宅
で
遺
骨
を
安
置
し
て
い
る

方
②
寺
院
な
ど
に
遺
骨
を
預
け
て
い

る
方

③
親
類
な
ど
の
墓
地
に
遺
骨
を
一

時
納
骨
し
て
い
る
方

④
そ
の
他
、
市
営
墓
地
を
希
望
さ

れ
る
方

●
墓
地
の
選
考
方
法

　

書
類
選
考
で
、
資
格
お
よ
び
優

先
順
位
の
区
分
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
使
用
場
所
の
制
限

　

墓
地
の
使
用
は
１
世
帯
に
つ
き

１
区
画
（
6
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と

し
ま
す
。

●
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
環
境
課

　

☎ 

７
２-

３
４
３
６

　

自
然
や
科
学

へ
の
関
心
が
高

ま
る
貴
重
な
機

会
と
し
て
、
金

環
日
食
の
瞬
間
を
み
ん
な
で

一
緒
に
見
届
け
よ
う
と
5
月
21

日
、
白
地
小
学
校
で
児
童
や
保

護
者
１
１
６
名
が
早
め
に
登
校

し
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
、

空
を
見
上
げ
て
い
る
と
願
い
が

通
じ
た
の
か
、
つ
い
に
雲
の
切

れ
間
か
ら
リ
ン
グ
と
な
っ
た
太

陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
校
庭
で
一
緒
に
見
た
世
紀

の
天
体
観
測
シ
ョ
ー
は
、
宇
宙

の
神
秘
に
触
れ
、
心
に
残
る
想

い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

白
地
小
学
校
で 

心
躍
る
金
環
日
食
観
察
会

その他
14%テレビ 5%

照明 6%

冷蔵庫
17%

エアコン
58%
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私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

ご
存
知
で
す
か
？

時
間
外
選
定
療
養
費
を

☆
つ
る
ぎ
町
立
半
田
病
院
の
場
合

　

〜
つ
る
ぎ
町
立
半
田
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
〜

　

次
の
時
間
帯
に
小
児
科
を
受
診

さ
れ
た
場
合
、
通
常
の
診
察
費
に

加
え
「
時
間
外
選
定
療
養
費
」
を

自
費
で
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

診
療
時
間
▼
22
時
～
翌
朝
7
時

金
額
▼
４
２
０
０
円

　

た
だ
し
、
受
診
後
に
入
院
さ
れ

た
場
合
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
救

急
外
来
受
診
の
た
め
紹
介
状
を
持

参
さ
れ
た
場
合
は
料
金
を
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。

☆
香
川
小
児
病
院
の
場
合

　

〜
香
川
小
児
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
〜

①
救
急
受
け
入
れ
体
制

　

香
川
小
児
病
院
で
は
、
急
病
に

対
応
す
る
診
療
等
を
、
一
次
か
ら

三
次
ま
で
の
全
て
の
救
急
患
者
さ

ん
に
対
し
24
時
間
３
６
５
日
体
制

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

②
選
定
療
養
費
に
つ
い
て

　

夜
間･

休
日
救
急
外
来
受
診
の

方
か
ら
、「
時
間
外
選
定
療
養
費
」

　

徳
島
県
で
は
小
児
救
急
医
療
体

制
と
し
て
3
つ
の
地
域
に
分
れ
て

い
ま
す
。
東
部
地
区
（
徳
島
市
・

鳴
門
市
・
板
野
郡
・
名
東
郡
・
名

西
郡
・
吉
野
川
市
・
阿
波
市
）、

南
部
地
区
（
小
松
島
市
・
阿
南
市
・

勝
浦
郡
・
那
賀
町
・
海
部
郡
）、

西
部
地
区
（
美
馬
市
・
美
馬
郡
・

三
好
市
・
東
み
よ
し
町
）
で
す
。

　

今
月
号
で
は
三
好
市
の
属
す
る

西
部
地
区
の
徳
島
県
小
児
救
急
医

療
体
制
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

西
部
地
区
で
は
徳
島
県
立
三
好

病
院
と
つ
る
ぎ
町
立
半
田
病
院
の

2
病
院
で
の
当
番
制
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
担
当
日
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

西部地区の
徳島県小児救急医療体制

と
し
て
、保
険
診
療
分
と
は
別
に
、

来
院
ご
と
に
３
１
５
０
円
（
税
込

み
）
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

※
た
だ
し
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
入
院
と
な
っ
た
患
者
さ
ん

○
他
院
か
ら
の
救
急
外
来
受
診
の

月 火 水 木 金 土 日
半田病院 ○ ○ ○ ○
三好病院 □ □ ○

○は小児科医が対応しており、□は 22
時までは小児科医、以後当直医対応（小
児科医は呼出）となっています。日曜日
は 9 時から翌日 9 時まで、それ以外は、
18 時から翌日 9 時までの診療です。

た
め
の
紹
介
状
を
持
参
さ
れ
た
患

者
さ
ん

○
当
院
で
当
日
受
診
さ
れ
症
状
増

悪
時
に
よ
り
当
院
医
師
よ
り
受
診

の
指
示
が
あ
る
場
合

○
処
置
・
手
術
等
を
実
施
し
た
患

者
さ
ん（
外
来
処
置
伝
票
で
明
記
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
生
活
改

善
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

　
三
好
市
民
で
、
全
5
回
の
養

成
講
座
を
受
講
し
市
内
で
の
食

生
活
改
善
活
動
に
参
加
で
き
る

方
（
性
別
年
齢
問
い
ま
せ
ん
）

日
程
・
内
容

▼
第
１
回

　

7
月
18
日
（
水
） 

13
時
～
15
時

　

・
開
講
式
、
運
動
実
習

▼
第
２
回

　

8
月
8
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
①

　

・
調
理
実
習

▼
第
３
回

　

8
月
29
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
②

　

・
調
理
実
習

▼
第
４
回

　

9
月
12
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
③

　

・
調
理
実
習　

▼
第
５
回

　

9
月
26
日
（
水
）
10
時
～
13
時

　

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
④

　

・
調
理
実
習

※
内
容
、
日
程
に
つ
い
て
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間　
６
月
29
日
ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市 

健
康
づ
く
り
課

電
話 

７
２-

６
７
６
７

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
を
募
集

　介護保険は、国や県、市町が負担する「公費」
と、みなさんが納める「介護保
険料」を財源として運営されて
います。介護が必要になったと
きに、だれもが安心してサービ
スを利用できるよう、保険料は
忘れずに納めましょう。

平成 24 年 4 月から 65 歳以上の方の
介護保険料が変わりました

　65 歳以上の方の介護保険料は、3 年ごとに見
直しが行われ、平成 24 年度から平成 26 年度（第
5 期）の介護保険料基準月額が、5,140 円になり
ました。
　みなさんが納める介護保険料は、今後 3 年
間に必要になる総費用をもとに算出されるもの
で、みよし広域連合管内でも介護保険のサービ
スにかかる費用が年々増加しています。また、
平成 24 年度から介護給付費などにおける 65 歳
以上の人の負担率が 21％（平成 23 年度までは
20％）になりました。
　以上のことをふまえて、平成 24 年度からの介
護保険料を決定していますので、ご理解・ご協
力をお願いします。

お問い合わせ先
みよし広域連合介護保険センター（☎ 76-0030）

段
階 対 象 者 

保険料の調整率
保険料（年額）

1 市町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給
者、または生活保護受給者

基準額 × 0.5
30,840 円

2 市町民税世帯非課税で、課税年金収入額と
合計所得金額の合計額が 80 万円以下の人

基準額 × 0.5
30,840 円

3 市町民税世帯非課税で上記以外の人
基準額 × 0.75

46,260 円

4
世帯の誰かに市町民税が課税されているが、
本人は非課税で、公的年金額等収入および
合計所得金額が 80 万円以下の人

基準額 × 0.85

52,428 円

5 世帯の誰かに市町民税が課税されているが、
本人は非課税の方で上記以外の人

基準額 ×1.0
61,680 円

6 市町民税本人課税で、合計所得金額が 125
万円未満の人

基準額 ×1.25
77,100 円

7 市町民税本人課税で、合計所得金額が 125
万円以上 190 万円未満の人

基準額 ×1.35
83,268 円

8 市町民税本人課税で、合計所得金額が 190
万円以上 300 万円未満の人

基準額 ×1.55
95,604 円

9 市町民税本人課税で、合計所得金額が 300
万円以上の人

基準額 ×1.65
101,772 円

保険料を納めて  みんなで介護を支えましょう

【 65 歳以上の方の段階別保険料 】 

基準額の算出方法

基準額（年額）＝

市町で介護保険
給付にかかる費用

65 歳以上の人の
負担分（21％）

市町の 65 歳以上の人数

×

!

募
集
人
数
▼
3
名
以
内

応
募
資
格
▼
現
在
、
満
20
歳
以
上

の
市
民
で
地
域
福
祉
に
対
し
て
特

に
関
心
の
あ
る
方

役
割
・
活
動
内
容
▼
委
員
の
方
か

ら
の
ご
意
見
を
も
と
に
計
画
策
定

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
て
い

き
ま
す
。
そ
う
し
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
地
域
福
祉
の
課
題
に
対
し

て
、
解
決
の
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
最
終
的
に
「
地
域
福
祉

計
画
」
を
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

第
二
次
三
好
市
地
域
福
祉
計
画

策
定
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

第
二
次
三
好
市
地
域
福
祉
計
画
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
反
映
し
て
い
く
た
め
、
策
定
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
▼
委
嘱
の
日
か
ら
地
域
福
祉

計
画
策
定
が
終
了
す
る
（
平
成
25

年
3
月
末
）
日
ま
で
、
会
議
は
期

間
中
に
３
回
程
度
開
催
予
定
。

委
員
報
酬
▼
市
の
規
定
に
よ
る
報

酬
（
日
額
）
を
支
給

募
集
期
間
▼
6
月
29
日
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法
▼
三
好
市
地
域
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
地

域
福
祉
課
ま
で
持
参
も
し
く
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
▼
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
市
に
お
い
て
年
齢
構
成
や
意

見
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
選

考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

結
果
通
知
▼
後
日
、
本
人
に
通
知

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市 

地
域
福
祉
課

☎ 

７
２-

７
６
３
８
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　児童手当の現況届をお忘れなく！
三好市役所人権室  ☎72-7622

　

無
縁
社
会
と
は
、
単
身
世
帯
が
増

え
て
人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
と
な

り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
の
一
面
を
指

す
言
葉
で
す
。
か
つ
て
の
日
本
は
大

家
族
、
隣
近
所
も
家
族
同
然
。
社
会

構
造
も
生
涯
雇
用
制
度
で
あ
り
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
は
、
社
会
全
体
で

保
た
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
長

引
く
不
況
や
少
子
高
齢
化
、
女
性
の

社
会
進
出
に
よ
り
か
つ
て
の
結
婚
に

対
す
る
若
者
の
意
識
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
２
０
３
０
年
以
降
の
非
婚
率

は
30
％
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
に
よ
り
地
域
や
社
会
・

親
類
と
の
絆
「
地
縁
血
縁
社
会
」
が

崩
壊
。
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
、
会
話
が
無
く
て

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る

こ
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
人
と
会
話
を

し
な
い
、
し
た
く
な
い
若
者
、
中
年

層
の
急
増
な
ど
、
か
つ
て
存
在
し
た

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
は
な
く
な
り
、

30
代
、
40
代
で
、
す
で
に
社
会
か
ら

孤
立
す
る
者
が
急
速
に
増
え
単
身
者

は
ま
す
ま
す
孤
立
し
や
す
い
社
会
へ

と
急
速
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
自
治
体
の
調
査
に

よ
る
と
、
無
縁
死
は
約
3
万
人
、
身

元
不
明
者
は
約
千
人
に
の
ぼ
り
、
誰

に
も
気
づ
か
れ
ず
に
亡
く
な
り
、
身

元
す
ら
判
明
し
な
い
ま
ま
火
葬
さ

れ
、
無
縁
墓
地(

孤
独
死)

に
送
ら

れ
る
件
数
が
年
間
で
約
3
万
人
以
上

に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、
今
地
域
を
再

生
し
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
の
警
告
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
無
縁

社
会
、
無
縁
死
の
中
に
は
、
家
族
が

い
て
も
引
き
取
っ
て
く
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
多
い
と
言
い
ま
す
。
最
近
Ｊ
Ｒ

の
網
棚
に
骨
壷
が
放
置
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

東
海
だ
け
で
も
年
間
１
０
０
個
か
ら

２
０
０
個
の
引
き
取
り
手
の
な
い
無

縁
骨
が
忘
れ
物
と
し
て
置
か
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
只
々
憤
り
を

感
じ
る
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
人
生

の
最
期
を
迎
え
る
時
に
最
も
深
刻
な

形
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
一

人
孤
独
に
亡
く
な
り
引
き
取
り
手
も

な
い
死
「
無
縁
死
」
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
世
相
を
反
映
す

る
商
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
無

縁
ビ
ジ
ネ
ス
も
同
じ
よ
う
に
、
急
成

長
し
て
い
ま
す
。
死
後
の
後
始
末

を
引
き
受
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
人

４
、５
百
万
が
必
要
で
す
が
無
縁
死
を

恐
れ
る
多
く
の
人
か
ら
の
生
前
予
約

な
ど
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
認
め

て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
、
孤
独
を
無
く

す
こ
と
で
す
。
何
よ
り
も
大
切
な
「
い

の
ち
」
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
日
本
、

そ
し
て
社
会
の
あ
り
方
を
問
い
直
そ

う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。
千
葉
県
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル(

親

に
虐
待
を
受
け
た
り
、
登
校
拒
否
な

ど
で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
を
支

援
す
る
全
寮
制
学
校)

で
は
、
定
年
を

迎
え
た
方
に
教
育
者
と
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
、
戦
争
体
験
を
子
ど
も

た
ち
に
話
す
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
方
は
生
き
生
き
と
し
て
き
た
、

生
き
る
希
望
が
沸
い
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
方
心
に
傷
を
負
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
人
達
は
悪
い

人
で
は
な
い
と
一
生
懸
命
戦
争
の
話

を
聞
き
少
し
ず
つ
心
を
開
い
て
き
た

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　

今
後
地
域
社
会
で
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
個
人
の
努
力
も
大
切
で
す
。
い

か
に
個
人
が
社
会
に
参
画
し
て
き

た
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
親

兄
弟
隣
近
所
と
い
っ
た
、
昔
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
も
う
一
度
考
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
い
か
に
多
く

の
書
物
を
読
も
う
と
も
、
学
べ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
に
対
す
る
思

い
や
り
、
自
分
の
感
情
の
扱
い
方
な

ど
、
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
学

ん
で
い
く
の
で
す
。
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
社
会
か
ら
目
を
そ
む

け
な
い
で
、
人
と
の
絆
を
大
切
に
、

人
に
優
し
く
そ
し
て
、
人
に
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
素
晴
ら
し
い

生
き
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
無
縁

社
会
を
食
い
止
め
る
に
は
一
人
一

人
の
努
力
が
大
切
で
す
。

 人権擁護委員委嘱状が
交付されました

　中村正和さん（池田）が平成
24 年 5 月 1 日付で法務大臣から
同委員に委嘱されました。任期は
平成 27 年 6 月 30 日までです。

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
そ
の
地
域

住
民
の
中
か
ら
人
格
識
見
が
高
く
、

広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁

護
に
理
解
の
あ
る
人
を
市
町
村
長
が

推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
方
々
で
す
。

　

三
好
市
で
も
16
名
の
委
員
が
、
法

務
局
の
人
権
相
談
所
や
三
好
市
各
地

域
で
の
特
設
相
談
所
で
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
ご
相
談
を

　

い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・
扶
養･

相
続

な
ど
）、
借
地
借
家
の
問
題
、
隣
近

所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
時
間
・
場
所
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
情
報
ひ
ろ
ば
（
市
報
ペ
ー

ジ
後
方
）」
に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
好
市
人
権
擁
護
委
員

【
三
野
】

佐
賀
美
由
紀
、
西
内
重
文
、
平
尾
松
江

【
池
田
】

中
村
正
和
、 

岡
田
明
美
、上
浦
恭
子
、 

中
村
誠
山

【
井
川
】

土
井
清
子
、
宮
内
ミ
ヱ
子

【
山
城
】

小
神
幹
彦
、
新
居
健
一
郎
、
宮
本
誠
一

【
西
祖
谷
】

上
谷
幸
男
、  

杉
本
孝
司
、

【
東
祖
谷
】

樫
浦
知
美
、  

中
谷
幸
子

●
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生

日
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

●
支
給
額
（
１
人
当
た
り
月
額
）

・
３
歳
未
満

　

一
律　

1
万
5
千
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

　

1
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
1
万
5
千
円
）

・
中
学
生

　

一
律　

1
万
円

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得

が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、
特
例
給
付
と
し
て
月
額
一
律

5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
「
第
3
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以

降
を
い
い
ま
す
。

●
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
6
月
、
10
月
、

2
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
続
け
て
手
当
を
受
け
る
場
合

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け

る
に
は
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
の
状

況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の
児
童

手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計
同

一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
6
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
3
月
ま
で
「
子
ど
も
手

当
」
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
り

児
童
手
当
な
ど
の
申
請
が
不
要
と

さ
れ
て
い
る
方
も
含
め
て
、
6
月

に
「
現
況
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
所
得
限
度
額

●
お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

　

☎
７
２-

７
６
４
８

・
各
総
合
支
所

扶養親族
等の数

所得制限
限度額（万円）

収入額の
目安（万円）

0 人 622.0 833.3
１人 660.0 875.6
２人 698.0 917.8
３人 736.0 960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1

無
縁
社
会
に
つ
い
て　

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
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中央図書館
［一般書］■毎日トクしている人の秘密／名越康文 ■日
本大災害の教訓／竹中平蔵 ■「空腹」が人を健康にす
る／南雲吉則 ［児童書］■見てびっくり野菜の植物学／
盛口満 ■すすめ！ドクきのこ団／村上しいこ ■一年四組
の窓から／あさのあつこ［絵本］ ■ふるさと６０年／道
浦母都子 ■ようちえんいやや／長谷川義史 ■まないた
にりょうりをあげないこと／シゲタサヤカ 

井川図書館
［一般書］■秋雷／小杉健治 ■臨床真理（上・下）／柚月
裕子 ■しあわせなミステリー／伊坂幸太郎 ［児童書］■
わるいことがしたい！／沢木耕太郎 ■天気の不思議がわ
かる！／日本気象協会 ■まちづくりのひみつ／ひろゆうこ

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

金米糖の降るところ
著者：江國香織 
佐和子とミカエラは、小さな頃から
好きな人を「共有すること」を姉妹
のルールとしていた。留学先の東京
で２人はともに１人の男性に魅かれ
るが…。東京とブエノスアイレス、
華麗なるスケールで描く恋愛小説。

■ 7 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時
・雑誌リサイクル会
　日時：7 月 19 日（木）〜 29 日（日）10 時〜 19 時
　場所：三好市中央図書館　市民ギャラリー
・夏の工作教室
　日時：7 月 28 日（土）13 時〜 15 時
　場所：三好市中央公民館　４Ｆ　大ホール
　内容：貯金箱を作ろう！

■ 7 月の休館日
　中央図書館：毎週水曜日
　井川図書館：毎週火曜日

■ 巡回配本日程（7 月）
   2 日   三野 - 芝生小（低学年）- 王地小
   3 日   池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）
　05 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小
   06 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小
　09 日   池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小
　10 日   山城 - 政友小 - 大野小　   　    
　12 日   東祖谷 - 落合保育所 - 祖谷歴史館 - 東祖谷小 
　13 日  西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前　
　17 日   井川 - 井内小 - 西井川小
　19 日　池田 - 馬路小 - 白地小
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・都合により巡回日・時間等が変更になる場合がござ          
  います。ご利用になられる方は、三好市中央図書館
  までお問合せください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館

ドラえもんなぜなに探検隊 第 2 巻
著者：藤子・F・不二雄
えっ、また悪の科学者・ハインナイ
インがあらわれた！？さぁ、ドラえも
ん、データロボの D マン！今すぐ出
勤だ！ハインナインから、偉人たちの
たましいを守るんだ！

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育
館。ただし、社交ダンスは保健
センター、グランドゴルフは吉野
川運動公園で、オープンスクー
ルとして開放しておりますので、
ご興味のある方はお問合わせくだ
さい。☆都合で曜日や時間が変
更になる場合がございます。

いけだスポーツクラブ 7 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレーボール＆
ヒーロー養成 バレー

（月） 2・9
9月より開校

ヒーロー養成教室（野球） 9 月から開講
キッズサッカー＆フットサル 7・14・28
Ｊｒ．ハンドボール （火）3・10・17・24
カワイ元気アップ体操教室 7・14・28

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 2・9
ヨーガ木曜コース 5
肩こり予防＆リフレッシュ体操 6
フィットネスプログラム
ビギナーズ /トータル 9

社交ダンス 14・28
史跡巡りウオーキング 月 1 回開催中
障害者フライングディスク 12
レッツ体力つくり　 11・25
ピラティス教室 10・24　NEW!
さわやかママさん体操教室 12・26　NEW!

平成24年度会員募集中！！　

梅雨時のじめじめする時こそ、運動をして爽やかな
汗をかきましょう♪

市原 優
ゆう

 ちゃん

いつも笑顔の優くん。
これからもその笑顔で
家族をなごませてね。

池田 1才

大泉 勝
かつまさ

聖 ちゃん

勝聖くん1才おめでとう。
これからもたくましく健
康に育ってね。大スキ♡

池田 1才

矢野 くらら ちゃん

お誕生日おめでとう。
いつも笑顔のくらら 明
るく元気に育ってネ♡

池田 1才

吉川 直
な お き

希 ちゃん

大 切 な 宝 物 の 直 希 く
ん、 元 気 に す く す く
育ってね。

山城 1才

7月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） 
④生年月日⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単な
コメント（30 字程度。文字数が多い場合は一部修正
することがあります）⑨情報提供の有無を書いた用紙
と写真（写真の裏に氏名を）を三好市秘書広報課まで
お送りください。7 月号の締切は 6 月 20 日です。
★ あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブル
テレビで放送されています。ケーブルテレビへの情報
提供にご協力をお願いします。★ 写真はトリミングし
ます。また写真は返却できませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで直
接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.tokushima-
miyoshi.lg.jp）でお送りください。

坂本 さら ちゃん

保育所ではガキ大将の
私！強くたくましく生
きていきます☆

三野 2才

平尾 梨
り の

乃 ちゃん

おしゃべり大好き♪いつ
も笑顔のりのちゃん♡
元気に大きくなってね♪

三野 2才

竹内 寛
か ん た

太 ちゃん

食欲旺盛な寛太くん。お
誕生日おめでとう。アー
ボみたいに強くなってね!!

池田 2才

岸本 遥
はるか

 ちゃん

誕生日おめでとう。これか
らもはるちゃんのかわいい
笑顔をいっぱい見せてね。

三野 3才

矢野 てぃあら ちゃん 

お誕生日おめでとう。
これからも家族のムー
ドメーカーでいてネ♡

池田 3才

吉内 萌
も あ

亜 ちゃん 

おめでとう☆アンパンマ
ンが大好き♡歌って踊っ
てバタコさん（＾０＾）

池田 3才

谷川 佳
よ し か

花 ちゃん 

みんなの癒し系佳花。
これからも元気に育っ
てね。

山城 3才

6 月

講師プロフィール：笹野　高史（ささの　たかし）
1948 年生まれ、兵庫県出身。俳優として、テレビ・映画・舞台にと多岐
に渡って活躍されています。
主な出演番組：NHK 連続テレビ小説「さくら」、NHK 大河ドラマ「天地人」、
TBS 系列「新参者」ほか多数。
映画：「釣りバカ日誌」、「武士の一分」、「おくりびと」など多数。

日時：7月 31日（火）開場１3時　開演13時 30分
場所：池田総合体育館メインアリーナ　
お問い合わせ先：三好市青少年育成市民会議事務局・三好市人権教育
推進協議会事務局（三好市教育委員会生涯学習課内　電話72-3900）

三好市青少年育成市民会議講演会・三好市民大学講座

『待機晩成～日本一の脇役が語る人生の美学～』 入場無料
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

博愛まつりでハットくんが初登場
　第 33 回博愛まつりが、5 月 27 日に箸蔵近
隣公園周辺で開催され、多くの家族連れらで
賑わいました。開会宣言とともに約 1000 個
の風船が放たれた後、大泉保育園児による歌
やフィンガータップ、大野原 龗

りゅうおう

王 太鼓など
が披露されました。また、池田博愛会のマス
コットキャラクター「ハットくん」の着ぐる
みが今回初めて登場すると、その愛らしい姿
に参加者らは記念撮影をしたり握手したりと
会場内はとても和やかなムードに包まれまし
た。今後のハットくんの活躍が期待されます。

安心・安全 今、新たなステージへ

　平成 24 年度三好市消費者協会総会
が 5 月 21 日、市中央公民館で開催さ
れました。昨年度の実績報告と今年度
の活動予定が話し合われ、今年度の
テーマ「安心・安全  今、新たなステー
ジへ」のもと、視察研修やマイバック
運動、食品表示ウオッチャーなどの活
動を行うことを決めました。
　総会後は、県西部総合県民局などか
ら防災についての講演を受け、普段か
ら警戒心を持って準備することの大
切さを学び、参加した会員らは今後の
活動にとメモをとっていました。

今年も盛況リバーフェスティバル

　第 5 回大歩危リバーフェスティバル
が、5 月 26 日と 27 日にウエストウエ
ストで開催されました。26 日に行わ
れたラフティングの「スラローム」と

「ダウンリバー」のレースでは、地元
チームの「ザ・リバーフェイス」はそ
れぞれ 2 位に入りました。27 日には、
ラフティングの「スプリント」レース
のほか、大歩危マルシェと題した地元
の特産品やご当地グルメが揃った産直
市や妖怪パレード、アユの放流体験な
ど楽しいイベントが盛りだくさんで、
とても賑やかな２日間となりました。

四国中央部の拠点病院を目指し

　徳島県立三好病院で 5 月 20 日、高
層棟改築工事の起工式が行われ、関係
者約 80 人が出席しました。今回工事
が行われる高層棟は、鉄筋コンクリー
ト造、免震構造の 8 階建てで、県西
部で初めてがんの放射線治療装置「リ
ニアック」を導入するほか、屋上には
ヘリポートを備えます。
　今後は、改築によって医療機能や療
養環境の充実を図り、県西部地域のみ
ならず、四国中央部の医療の拠点病院
となるよう、平成 26 年夏頃の開院を
目指して工事を進めていきます。

うだつマルシェでお買い物

　池田町本町通りで、5 月 5 日、第 4 回うだつマルシェが開催
されました。晴天に恵まれたこの日は、市内外から多数出店し、
食品や雑貨などさまざまな商品が販売されました。来場者は買
い物だけでなく、お店の方との会話や、ゆったりとうだつの町
並みの散策を楽しみました。また、おかあさんとこどもがたっ
ぷり楽しめるようにと、木の実をつかった人形作りや生け花教
室など多数のワークショップが開催され、会場周辺はたくさん
の人でにぎわいました。

南海地震に備え 寄り合い防災講座
　5 月 24 日、池田総合体育館において、「巨大・南海地震に備える」
と題し、南海地震に詳しい岡村眞高知大学教授を迎えて寄り合い
防災講座が開催され、約 400 人の参加者が熱心に耳を傾けました。
講演では過去 5 回の地震を例に「南海地震は世界で一番規則正し
く発生する地震」であり、地震をいち早く伝える緊急地震速報機
など防災用備品の購入の必要性を説明しました。また、地震が起
こった時などを想定し、「上から落ちてくる物はないか」など自
宅自室のチェックも具体例を挙げながら対策を紹介しました。

今年も池田球場で熱戦

　5 月 6 日、四国アイランドリーグ
plus の公式試合が池田球場で開催さ
れ、約 900 人の地元ファンが熱い声
援をおくりました。
　始球式は山城ファイターズの小学 2
年生 森幹大君が務め、見事な投球に
スタンドから大きな拍手が送られま
した。試合は徳島インディゴソックス
が高知ファイティングドッグスと対
戦し、5 対 8 で惜敗しました。試合の
合間には、豪華景品の当たる抽選会も
行われ、大人も子どももゴールデンウ
イーク最終日を満喫しました。

読書活動の推進が認められ

　幼児が豊かな表現力や想像力を身
につけるため、読書活動の推進に努
めてきた吾橋幼稚園が、読書の生活
化プロジェクトの 2011 年度優秀園
として県教育長賞を受賞しました。
　吾橋幼稚園では、少人数園のよさ
を生かしながら、学校支援ボランティ
アや小学生による読み聞かせを行い、
物語などを読んだり聞いたりするこ
とが大好きな園児の育成を図ってい
ます。今後も家庭や地域との連携を
深め、幼児が自主的に読書活動に取
り組めるよう努めていくそうです。

大自然の中で渓流釣りを満喫

　5 月 4 日 5 日、 西 祖 谷 山 村 の 祖
谷川で第 27 回西祖谷あめご釣り大
会が開催されました。家族連れら約
130 人が集まり、午前 8 時の開始合
図とともに一斉に大物を狙ってさお
を出しました。実行委員会は大会前
にアメゴとマス約 1 万匹を放流。参
加者は祖谷の大自然を満喫しながら、
渓流釣りを存分に楽しみました。
　また、４日にはアメゴとマスのつ
かみ取りもあり、子どもたちは水の
冷たさも忘れて歓声を上げながら懸
命に魚を追いかけていました。
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される年金額をお知らせする「年金
振込通知書」の送付は、毎年 6 月
に送付しています。
　この通知書は、向こう 1 年間の
年金支払額をお知らせするものです
が、郵便局の窓口で年金送金通知書
により現金で年金を受け取っている
方は、年 6 回支払月ごとに年金送
金通知書が送付されます。
　なお、年度途中で年金の支払額や
支払金融機関などに変更があった場
合は、その都度、変更後の支払額や
支払金融機関についてお知らせが送
付されます。
　平成 24 年度の年金額は、前年度
と変更しますので、「年金額改定通
知書」が送付されます。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）、三好市市
民課国民年金担当（☎ 72-7611）

障害者相談支援について
　障害のある方が自立した日常生活
を営めるように、障害者の福祉に関
する色々な問題について、電話・来
所・訪問によりご相談に対応してお
ります。

【主に精神障害をお持ちの方、ご家
族、関係者のご相談について】
相談先▼ワークサポートやまなみ

（三好郡東みよし町足代 3796-3、☎ 
79-3928）
受付時間▼月～金曜日、8 時 30 分
～ 17 時 30 分
支援内容▼悩み相談（病気・生活・
その他心配事）、福祉サービスの情
報提供、各種制度への申請・手続き

が、平日の毎日になりました。
日時▼月曜日～金曜日（祝日・年末
年始を除く）9 時～ 17 時
場所▼西部総合県民局（三好庁舎）
お問い合わせ先▼西部総合県民局企
画振興部（☎ 76-0372）

国民年金保険料の
付加保険料について

　国民年金第 1 号被保険者・任意
加入被保険者が定額保険料に付加保
険料をプラスして納付すると、老齢
基礎年金に付加年金が上乗せされま
す。付加保険料は、月額 400 円で
す。付加保険料の受給額は、200 円
× 付加保険料納付月数です。
付加年金は、任意加入です。老齢基
礎年金と合わせて受給できる終身年
金で定額のため、物価スライド（増
額・減額）はありません。国民年金
基金に加入中の方は、付加年金に加
入することはできません。付加保険
料は、納付期限を過ぎると納付でき
ません。納付期限は翌月末日（休日・
祝日の場合は翌営業日）です。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）、三好市市
民課国民年金担当（☎ 72-7611）

年金受給者の皆様へ
年金振込通知書が送付されます
　国民年金・厚生年金保険・船員保
険の年金の支払いは、年 6 回偶数
月（2 月・4 月・6 月・8 月・10 月・
12 月）に、それぞれの前 2 か月分
が支払われますが、その年度に支給

　 みよし広域連合
法律相談

相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社協 法律相談
日時▼ 7 月 6 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡 氏
場所・予約お申し込み先▼井川支所

（☎ 78-3140）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 7 月 11 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 7 月 18 日　山城総合支所
 7 月 19 日　社協三野支所　
 7 月 19 日   社協西祖谷支所  
※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時～ 12 時）
（山城・西祖谷 13 時～ 15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

人権相談
相談日・相談場所▼
 7 月 11 日　老人福祉センター（西祖谷）
 7 月 12 日   三好市役所
 7 月 17 日   三野公民館
 7 月 18 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、ご
相談ください。相談料無料、秘密厳守。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜日　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日（10時～17時）
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

支援、同行支援・同行受診、その他
ご相談内容に応じて幅広く対応いた
します。

【主に身体および知的障害をお持ちの
方、ご家族、関係者のご相談について】
相談先▼障害者生活支援センター
はくあい（三好市池田町州津井関
1104-11、☎ 72-2251）
受付時間▼月～金曜日、8 時 30 分
～ 17 時 15 分
支援内容▼福祉サービスの利用援助、
社会資源を活用するための支援、社
会性・活力を高めるための支援、ピ
アカウンセリング、専門機関の紹介

駅前労働相談会
　解雇や賃金未払いなどの労使間ト
ラブルについて、弁護士など経験豊
かな県労働委員会委員が、解決のた
めのアドバイスをします。相談料は
無料で、申し込みは不要です。
日時▼ 7 月22日 13 時～ 16 時 30 分
場所▼ホテルクレメント徳島 18 階 銀河
内容▼解雇、配転、賃金、時間外労
働などの労使間トラブル
お問い合わせ先▼徳島県労働委員会

（☎ 088-621-3234）

三好市行政相談
　相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 7 月 04 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 7 月 06 日   井川総合支所
 7 月 12 日　三好市役所
 7 月 12 日　西祖谷総合支所
 7 月 17 日　三野公民館
 7 月 18 日　山城総合支所　

相 談

池田阿波踊り露店出店の
手続きについて

　池田阿波踊り期間中、公道上で露
店として夜店などを出店する場合、
池田阿波踊露店暴排委員会に申請
し、同会の許可を受けなければなり
ません。ご自身の自宅前、借家・借
地前の公道上での夜店などの行為も
同様で、道路を使用する場合は、警
察署長に対して道路使用許可申請が
必要です。暴力団員または暴力団員
の影響下で出店する者、暴力団また
は暴力団員に利益を供している者の
出店は認めません。適正な手続きを
して夜店などは出店してください。
受付期間▼ 6 月 15 日～ 6 月 29 日

（土・日曜日を除く）
受付時間▼ 8 時 30 分～ 17 時 15 分
出店手数料▼ 3,000 円
お問い合わせ先▼三好市観光課内池
田阿波踊露店暴排委員会事務局（☎
72-7620）

納め忘れはありませんか
　7 月 2 日は、市県民税 1 期の納期
限です。みなさんの暮らしを支える
大切な税金です。納期内の納付をお
願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

パスポート発給申請
受付日が拡大

　西部総合県民局（三好庁舎）にお
けるパスポート発給申請の受付日

そ の 他

年 金
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ダム放流についてのお願い
　今年も出水期を迎え、名頃ダム・
祖谷川取水ダム・三縄ダム・松尾川
ダムでは機器の点検整備などを実施
し、ダム管理に万全を期しております。
　ダムから放流を始める時や、ダム
からの放流量が著しく増加する時な
どは、下流の皆様方の安全を守るた
めサイレンでお知らせいたします。
サイレンが鳴った時は川の水が増え
ますので、河原にいる場合には、た
だちに安全な場所（水がこない場所）
へ移動してください。
　また、家族の方（特にお子様）が
川の方へ行っていないか、河原に物
を置いていないかなど確認を行っ
て、水による事故や災害の防止に十
分ご留意くださいますようお願いい
たします。
　特に、ダム下流で降雨がない場合
でも、ダムの上流流域では強い降雨
がある場合や、放流の途中でも、ダ
ムより上流域の降雨状況により急に
水かさが増える場合などもあります
ので十分ご注意ください。
お問い合わせ先▼名頃ダム（☎ 88-
2972）、三縄ダム・松尾川ダム（☎
75-2156）

事業主のみなさまへ
労働保険の年度更新のお知らせ
　平成 24 年度の労働保険の年度更
新につきましては、6 月 1 日から 7
月 10 日までとなっています。
　平成 23 年度分の確定保険料と、
平成24年度分の概算保険料の申告・
納付手続を、「労働保険確定・概算
保険料申告書」により 7 月 10 日ま
でに行っていただきますようお願い
いたします。詳しくは下記までお問
い合わせください。
お問い合わせ先▼徳島労働局労働保
険徴収室（☎ 088-652-9143）

平成 24 年 7 月 9 日から
住民基本台帳法が改正されます

【改正のポイント】
①転出しても住民基本台帳カードが
使えます。
　住民基本台帳カードはこれまで、
他の市区町村へ引越し（転出）する
と失効するため、改めて転入先の市
区町村で交付申請の手続きを行う
必要がありました。しかし、改正後
は転入先の市区町村に住民基本台
帳カードを提出することによって、
カード裏面に新住所が記載され、継
続利用が可能となります。
②外国人登録制度が廃止され、外国
人の方も住民基本台帳制度の対象と
なります。

【外国人の方にも住民票が作成され
ます】
　日本人と同様に、外国人の方につ
いても世帯ごとの住民票が編成され
るので、日本人と外国人で構成され
る世帯でも、世帯全員の住民票の写
しなどが発行できるようになります。
対象者▼(1)中長期在留者（在留カー
ド交付対象者）
(2) 特別永住者
(3)一時庇護許可者または仮滞在許可者
(4) 出生による経過滞在者または国
籍喪失による経過滞在者

【外国人の方も市外への住所変更の
ときに、転出届が必要になります】
　外国人登録法では、市外に住所変
更のときは転出届が必要ありません
でしたが、今後は、日本人と同様に
市外への住所変更ときは、転出届が
必要になります。
お問い合わせ先▼三好市市民課（☎
72-7609）

大雨・台風時 国道 32 号は
通行止になります

　一般国道 32 号では、大雨や台風
などの異常気象時、災害の発生ま
たはその恐れがある場合、雨量に

　 申込締切▼ 6 月 25 日（月）
お申し込み・お問い合わせ先▼（公
財）徳島県母子寡婦福祉連合会（☎
088-654-7418）

放送大学 10 月入学生募集
　放送大学はテレビやインターネッ
トを通して授業を行う通信制の大学
です。働きながら学んで大学を卒業
したい、学びを楽しみたいなど、様々
な目的で、幅広い世代の方が学んで
います。
　詳しい資料を無料で送付致します
ので、お気軽にお問合せください。
出願期間▼ 8月31日まで（インター
ネット出願も受付可）
お問い合わせ先▼放送大学徳島学習
センター（☎ 088-602-0151）ホー
ムページ http://www.ouj.ac.jp

献血にご協力お願いします
【6 月 29 日（金）】
場所・時間▼
① 国土交通省四国地方整備局四国
山地砂防事務所駐車場
9 時 40 分～ 11 時
② 四電工（株）池田営業所駐車場
12 時 30 分～ 13 時 30 分
③三好市役所駐車場
14 時 10 分～ 16 時

【7 月 9 日（月）】
場所・時間▼
① 三好市三野総合支所駐車場
10 時～ 12 時 30 分
お問い合わせ先▼三好市健康づくり
課（☎ 72-6767）

コミュニケーション支援事業
　三好市では、聴覚または音声言語
機能に障害がある方に対し、意思疎
通の円滑化を図るため、次のコミュ
ニケーション支援事業を実施してい
ます。いずれの事業も原則、県内派
遣で、利用料は無料です。
手話通訳者設置および派遣事業
事業内容▼窓口での相談業務などに
おいて、意思疎通が円滑に行えるよ
うに、三好市役所本庁・長寿障害福
祉課に手話通訳者を配置していま
す。また、医療・職業・教育に関す
る事・講演会その他必要と認められ
る場合には、手話通訳者の派遣も
行っています。
手話通訳者および要約筆記者派遣事業
事業内容▼三好市内に在住の方で、
講演会などでの手話通訳および要約
筆記を希望される方については、派
遣事業を実施しております。
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市長寿・障害福祉課障害福祉係（☎
72-7610、FAX 72-7605）

親子自然の教室
　自然いっぱいの牟岐で、夏の楽し
い思いでを作りませんか。
日時▼ 7 月 21 ～ 22 日　1 泊 2 日
場所▼牟岐少年自然の家
対象▼ひとり親家庭の親子（3 歳～
小学 6 年生以下）40 組
内容▼美波町ほたる村にて昔体験遊
び体験や牟岐町大島で海水浴など。
送迎バスもありますのでお気軽にご
相談ください。
参加費▼ 1 名に付き大人 4,000 円
子ども 3,500 円

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

よる「通行止」を実施します。な
お、規制雨量などの道路情報をイン
ターネット（http://www.skr.mlit.
go.jp/info/regulate/kyk/its/index.
html）で提供しています。
通行規制区間▼
・香川県三豊市財田町財田上～三好
市池田町箸蔵（延長 11.0km）
・三好市池田町白地～三好市山城町
西宇（延長 14.5km）
・三好市山城町西宇～高知県長岡郡
大豊町大字高須（延長 26.3km）
規制雨量▼ 250mm（連続雨量）
お問い合わせ先▼国土交通省徳島河
川国道事務所池田国道維持出張所

（☎ 72-2177）

徳島県高圧ガス保安
シンボルマーク募集

　徳島県では、私たちの生活や産業
活動に欠かすことのできない高圧ガ
スの保安活動を親しみやすいデザイ
ンで表現したシンボルマークを募集
します。
募集締切▼７月２日（月）必着
応募資格▼どなたでも応募できます。
応募方法▼
所定の応募用紙、A4 判用紙または
電子ファイルに必要事項を記載のう
え、末尾記載の「ご応募・お問い合
わせ先」に持参、郵送または E メー
ルで提出してください。
　図案の電子ファイルは，PDF 形
式、JPEG 形式または BMP 形式で
E メールによりご提出いただくもの
に限らせていただきます。電子メー
ルの件名は，「シンボルマーク応募」
としてください。
ご応募・お問い合わせ先▼
〒 770-8570 徳島市万代町一丁目１
番地、徳島県危機管理部消防保安課

（☎ 088-621-2282、FAX 088-621-
2849、   E メール syoubouhoanka
＠ pref.tokushima.lg.jp）

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 7月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

川原医院 三加茂 ☎82-2009

山城診療所 山城 ☎86-3230

浜クリニック 池田 ☎72-0667

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700
三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551
安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

山下医院 三好 ☎79-2005

北條病院 池田 ☎72-0007 浜クリニック 池田 ☎72-0667

田岡医院 池田 ☎72-5551

北條病院 池田 ☎72-0007

山下医院 三好 ☎79-2005

村山内科 池田 ☎72-2110

三木病院 三野 ☎77-3900

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

岸野医院 三野 ☎77-2001

三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

三木病院 三野 ☎77-3900

三野田中病院 三野 ☎77-2300

くはらクリニック 三好 ☎76-5755

内田（知）医院 三加茂 ☎82-2035

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

大和外科医院 池田 ☎72-0828

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

婦人科検診・ワクチン接種できます。
 診察日：月曜日午前、水曜日午前・午後、金曜日午前
 子宮頸がんは、予防できる時代です。
 ぜひ検診とワクチン接種を受けましょう!!
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を!!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

募 集

暮 ら し

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

広告を
掲載しませんか？

保健・福祉

2012.6　2425　市報 みよし



　　

10 月 6 日（土）10 時～ 14 時
テーマ：植物とキノコ、黒沢湿原周
辺にて現地研修（雨天決行）
講師：久保 進 氏（林業研究クラブ
馬路夢いっぱい会代表）

【第 4 回】　三好市保健センター
12 月 1 日（土）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：ふるさとの伝言～祖谷山研
究会設立の経緯～
講師 : 下川 清 氏（祖谷山研究会代表）

【第 5 回】　三好市中央公民館
2 月 9 日（土）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：点から線へ、そして面へ～
祖谷山研究会のめざすもの～
講師 : 下川 清 氏（祖谷山研究会代表）
お申し込み・お問い合わせ先▼三
好市教育委員会生涯学習課（☎ 72-
3900 ）

まごころ市　オープン
　「まごころ市」は、三好高校の生
徒たちが生産した農作物や加工物な
どを生徒たちが役割を決めて協力し
ながら運営しています。ぜひ一度お
立ち寄りください。
日時▼毎週水曜日　11 時 50 分～
12 時 30 分
場所▼徳島県立三好高等学校

お問い合わせ先▼徳島県立三好高
等学校（☎ 72-0805）

山城公民館 社会教育学習講座
　どなたでも無料で受講できますの
で、お誘い合って受講してください。

【第 1 回】
7 月 28 日（土）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：放射性物質による事故につ
いて
講師：本仲 純子 氏（放送大学徳島学習
センター客員教授・徳島大学特任教授）

【第 2 回】
8 月 28 日（火）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：人生を生き活かす～紙芝居な
どを織り交ぜながら楽しく学べる講
演会～
講師 : 赤沢 洋子 氏（JC・セピア会
理事長）

【第 3 回】
10 月 10 日（水）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：ふる里に辿り着くまで
講師 : 荒井 由子 氏（限界集落写真
家荒井賢治さんの妻）、荒井賢治さ
んの写真展を同時開催します。
場所▼山城公民館
お申し込み・お問い合わせ先▼山城
公民館（☎ 86-1135）

第 42 回黒川谷ほたる祭り
日時▼６月 16 日（土）　17 時～ 
場所▼山城町頼広 ホタルの里公園
内容▼地元バンドによる LIVE や
ゲーム大会、豪華景品が当たる抽選
会、バザーもあります。
お問い合わせ先▼三好市観光案内所

（☎ 0120-404-344）

「四国の右下」
魅力がいっぱい物産展

　県南を代表するご当地グルメ「南
阿波丼」をはじめ、アワビやトコブ
シなどの水産物・加工品など「四国
の右下」の魅力がいっぱい詰まっ
た物産展です。先着 100 名様には、
南阿波丼割引券進呈します。多数の
御来場をお待ちしております。
日時▼６月 17 日（日）10 時 30 分
～ 17 時まで（売れ切れ次第終了）
場所▼吉野川ハイウェイオアシス　
イベント広場前
お問い合わせ先▼「四国の右下」
右上がり協議会 日和佐商工会（☎
0884-77-0759）

防火管理者資格取得講習会
日時▼ 8 月 2 日（木）・3 日（金）
場所▼美馬市美馬町字境目 39-10　
四国三郎の郷
申込期間▼ 6 月 25 日～ 7 月 24 日
お申し込み先▼みよし広域連合消防
本部予防課（☎ 76-5119）、各消防署

第 2 回みよし水泳フェスティバル
参加者募集

日時▼ 8 月 5 日 ( 日）9 時 30 分～
場所▼池田中学校プール
内容▼自由形・平泳ぎ・背泳ぎ（50m・
18mタイムレース）、運試し宝探し、ビー
ト板競争（25m タイムレース）、潜水
競争（18m タイムレース）、水中歩き
競争（18m往復タイムレース）、水球
対象者▼小・中学生・高校生・一般
参加料▼1人500円（保険料を含む）
申込締切▼ 7 月 20 日
申込方法▼所定の用紙に必要事項を
ご記入のうえ下記までお申し込みく
ださい。
お申し込み・お問い合わせ先▼三
好市教育委員会スポーツ健康課内
みよし水泳フェスティバル事務局

（☎ 72-3917）

三好市民大学 公開講座
三野会場

日時▼ 7 月 18 日（水）13 時～ 15 時
場所▼三野公民館 2F 大ホール
内容▼「食と健康」
講師 : 中條信義 氏（放送大学徳島学
習センター所長・徳島大学名誉教授）
お申し込み・お問い合わせ先▼三
好市教育委員会生涯学習課（☎ 72-
3900 ）

三好市学術・文化学会講座
　三好市の歴史や自然について、少
し専門的な内容の講座を開催します。

【第 1 回】　三好市保健センター
7 月 21 日（土）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：医食（薬食）同源～おばあ
ちゃんの知恵袋～
講師：橋本 敏弘 氏（徳島文理大学 
薬学部生薬学研究室教授）

【第 2 回】　三好市中央公民館
9 月 8 日（土）13 時 30 分～ 15 時
テーマ：薬草の持つ二面性～薬にも
毒にもなる薬草～
講師：橋本 敏弘 氏（徳島文理大学 
薬学部生薬学研究室教授）

【第 3 回】　黒沢湿原周辺
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〈
婚
姻
〉　

敬
称
略

4
月
26
日
〜
5
月
25
日
受
付
分

【
三
野
】

　

宮
内　

和
子　

82
才　

加
茂
野
宮

　

岡
坂　

義
信　

90
才　

芝
生

　

山
口　

享
子　

68
才　

芝
生

　

馬
場
ト
シ
コ　

86
才　

清
水

　

横
関　

利
治　

82
才　

勢
力

　

邉
見　

絹
子　

85
才　

勢
力

　

近
藤
カ
ズ
子　

81
才　

太
刀
野
山　

【
池
田
】

　

新
居　

武　
　

91
才　

イ
タ
ノ

　

桐
川　

德
治　

80
才　

ウ
ヱ
ノ

　

竹
内　

弘
司　

74
才　

サ
ラ
ダ

　

井
口　

茂
男　

83
才　

マ
チ

　

西
谷　

一
男　

82
才　

ヤ
マ
ダ

　

久
保　

文
子　

71
才　

馬
路

　

喜
多　

定　
　

87
才　

大
利

　

谷
川
フ
ジ
子　

94
才　

大
利

　

楠
木　

竹
信　

84
才　

中
西　

　

久
保　

照
好　

89
才　

中
西

　

齋
藤
ヨ
シ
コ　

73
才　

白
地

　

白
石
マ
ツ
エ　

92
才　

白
地

【
山
城
】

　
　

山　

壽　
　

73
才　

相
川

　

梅
本　

利
廣　

92
才　

岩
戸

　

夛
利
ハ
ナ
ヱ　

84
才　

岩
戸

　

山
口　

忠
義　

74
才　

上
名

　

瀧
本　

大
廣　

78
才　

上
名

　

平
西　

榮　
　

64
才　

平
野

　

井
川　

清　
　

59
才　

仏
子

【
井
川
】

　

福
島　

達
夫　

78
才　

井
内
東

　

肥
田　

巖　
　

88
才　

辻

　

棚
内　

和
美　

58
才　

西
井
川

【
東
祖
谷
】

　

磯
谷　

弘
美　

82
才　

栗
枝
渡

　

瀧
脇
ミ
ツ
コ　

91
才　

栗
枝
渡

【
西
祖
谷
】

　

川
人　

張
史　

63
才　

重
末

　

大
山　

篤
重　

81
才　

善
徳

　

大
石
ツ
ル
ヱ　

83
才　

田
ノ
内

　

 三好市の人口

　男  性   14,276 人
（ - 30 人）

　女  性   16,093 人　
（ - 25 人）

　総  数   30,369 人
（ - 55 人）

　世帯数  13,593 戸
　　（ -8 戸） 

平成 24 年 6 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

　
　

中
川　

晴
夫　
　

池
田

　
　

久
保　

香　
　
　

池
田

　
　
　
　

　
　

前
田　

拓
也　
　

池
田

　
　

真
鍋　

舞
子　
　

池
田

　
　

伏
平　

学　
　
　

東
祖
谷

　
　

髙
橋　

亜
紀
子　

笠
岡
市

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。
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□ 編集後記

「気づきます、ひらめきます、共感しま
す、すぐに行動します」をモットーに、
博愛まつりで初登場した「ハットくん」。
池田博愛会に福祉の申し子として誕生
したマスコットキャラクターの話を伺い、
自分の行動に置き換えてみると・・・、
まだまだ反省とため息ばかりです。皆
さん（相手）の心と行動にハッと共鳴し、
許しあい、明るく元気にすぐ行動。福
祉の現場だけでなく、私自身の仕事や
生活に活かさなければならないことを
教えて頂き、「ハットくん」に感謝、博
愛まつりに感謝の一日でした。（近）

チャレンジデー 2012も、三好市の勝
利と金メダル獲得で無事に終了しまし
た。当日の取材では、たくさんの方に
ご協力いただきありがとうございまし
た。参加しているみなさんとてもお元
気で、活き活きとしていました。スポ
ーツの力で三好市に元気を与えてくれ
ているなあと感じました。私も日頃の
運動不足を反省し、毎月第 4 水曜日
の三好市チャレンジデーには運動に取
り組みたいと思います。（長）

75
歩
目

 旧川口郵便局局舎及び主屋
ー 三好市山城町大川持 ー

　この建物は明治 38（1905）年の建築で、
南の洋館局舎と北の和館主屋が上手く一
体を成す木造２階建ての建物です。洋館
の寄棟屋根に切妻屋根がＴ字型に取り付
いているほか、洋館は外壁が下見板張の
白ペンキ塗り仕上げで、窓や軒回りには
緑色の飾りが取り付けられています。ま
た、和館には出格子などがあり、落ち着
きのある外観となっています。
　往時は 40 人近い人が働く、四国最大規
模の特定郵便局でしたが、昭和 54（1979）
年に郵便局が移転された後、現在のご当
主が局舎部分を写真スタジオとしていま
した。
　現在も建築当時の姿をとどめ、この地
域で永く親しまれてきた貴重な建物とし
て、平成 22 年 9 月 10 日に、国の登録有
形文化財に認定されました。

【お詫びと訂正】
先月号の三好市探訪「古宮神社」の記事において誤りがありました
ので、お詫びして訂正いたします。
10 行目　〈誤〉新王に会えぬまま　　〈正〉親王に会えぬまま


	表紙.pdf
	名誉市民称号贈呈式典，チャレンジデー ほか.pdf
	突然襲う土砂災害、移動市長室開催　ほか.pdf
	0811.pdf
	節電対策、地域医療 ほか.pdf
	児童手当現況届、図書館だより ほか.pdf
	まちかどフォトニュース.pdf
	2227.pdf
	三好市探訪.pdf

